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研究成果の概要（和文）：　日本による植民地統治下の台湾において、圧倒的なマイノリティであった台湾先住
民女性に対する統治政策について、①台湾総督府によって1910年代前半に展開された「五箇年計画理蕃事業」を
主な画期とする台湾先住民女性の役割の変化、②1910年代から20年代の日本「内地」で形成・流布した台湾先住
民女性イメージの変遷、③1930年代に台湾先住民社会の「内地」化政策が展開される中で、台湾先住民女性に対
して行われた「助産婦」育成事業といった具体的な事項の分析を通じて通史的に考察し、その結果、具体的な施
策の特徴や台湾在住日本人女性、漢民族女性との関係性について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：It was considered like history about the government policy to Taiwanese 
aboriginal women in Taiwan under the colony government.Specifically, it was considered about the 
following 3 points mainly.
   ①Change in the role of  Taiwanese aboriginal women who does the first half in 1910 's with 
turning point of an epoch.②Change in  Taiwanese aboriginal women image in Japan from 1910 's to 
1920 's.③The "midwife" training project for Taiwanese aboriginal women in 1930 's.
  As a result, the policy details became clear.Also, I discussed  the relationship between Taiwanese
 aboriginal women and Japanese women living in Taiwan and Han Chinese women.

研究分野： 日本近現代史・文化交流史
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  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、日本近代史の分野で、「帝国」とし

ての日本という観点から「植民地研究」は活
発化している。日本帝国初の本格的植民地で
あった台湾についても、その例外ではない。 
特に、最近では「植民地近代」という問題

提起との関連で、植民地研究は、政治史、経
済史的な研究成果を重要な基盤としながら、
さらに思想史・文化史的な関心にも広がり、
大きな研究成果が蓄積されてきたといえよ
う。 
本研究も、このような研究潮流の上に立つ

ものであるが、しかし先行研究では、優れた
例外はあるものの、その多くが、植民地台湾
における被植民者としては漢民族系住民を
対象として研究が展開されてきた。しかし本
研究は、植民地台湾において、人口数的にも
社会的にも圧倒的なマイノリティであった
台湾先住民に、さらにその中でも弱い立場に
あった台湾先住民女性に焦点をあてて、考察
を行った。このことによって、植民地主義の
暴力性・矛盾が先鋭的にあらわれた台湾先住
民政策という地点から、日本「帝国」の植民
地政策の性質を改めて問い直すことが可能
になるという見通しをもっている。 
さらに本研究は、台湾先住民女性と、台湾
における「新女性」、台湾在住日本人女性の
関係性を問うことで、植民地において女性が
どのように階層化されたのかを解明するこ
とを目指したが、このような観点からの研究
は管見の限りではほとんどない状況である。
このような観点を導入することによって、女
性史研究の活性化にも寄与できると考えて
いる。 
また本研究に至るまでに、研究代表者松田

京子は、帝国意識という観点から日本「帝国」
の諸相を明かにするという問題設定のもと、
具体的には 19世紀から 20世紀への世紀転換
期における帝国意識の形成過程の解明とい
う課題で研究を進め、2003 年に著書『帝国
の視線―博覧会と異文化表象―』を刊行した。
その後、考察対象時期を 1930 年代に移し、
当該期の日本「帝国」の膨張とそれに伴う植
民地支配様式の転換という問題が、日本「内
地」の帝国意識のあり方と、どのように影響
し合うのかを、植民地台湾に焦点をあてて考
察し、その成果を、論文「一九三〇年代の台
湾原住民をめぐる統治実践と表象戦略」（『日
本史研究』第 510 号）などとして公表してき
た。さらに、日本「帝国」の形成期から崩壊
期までというタイムスパンの中で、近代日本
の植民地統治のあり方の推移と、それが植民
地社会に与えた影響、および日本「内地」の
社会意識のあり方に与えた影響を、特に台湾
先住民に焦点をあてて考察し、その成果を論
文「植民地支配下の台湾原住民をめぐる
「分類」の思考と統治実践」（『歴史学研
究』第 846 号）をはじめとした複数の論文
で公表してきた。 
 

２．研究の目的 
本研究は、植民地台湾、中でも植民地社会

において圧倒的なマイノリティであった台
湾先住民女性に焦点をあてて、近代日本の植
民地統治のあり方の推移と、それが台湾先住
民女性に与えた影響を明らかにし、さらに台
湾先住民女性と、漢民族女性を中心とした台
湾における「新女性」、台湾在住日本人女性
の関係性を問うことで、植民地において女性
がどのように階層化されたのかを、日本「帝
国」全体の動向に留意しつつ解明することを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
先に述べた研究目的を達成するため、具体

的には次のような課題を設定し、関連する文
献資料の調査・収集とその分析を主な方法と
して考察をすすめた。 
 

(1)植民地台湾での先住民政策史において、
第 1期とされる 1895 年から 1914 年に焦点
をあて、当該期において、台湾先住民女性
が担った役割について考察することを第
一課題とした。日本による植民地支配開始
当初は、先住民女性の一部は、先住民集落
（「蕃社」）の情報を植民地官僚にもたらし、
植民地政府の意向を「蕃社」に伝える「仲
介者」として、重要な役割を果たす存在と
みなされていた。しかしそのような役割は、
先住民居住地に対する植民地政府による
実行支配が強まるにつれ、大きく変化して
いくこととなる。その変化の具体像につい
て、当該期において台湾先住民社会に最大
の影響を与えた、植民地政府による大規模
な「討伐」・服従化政策、「五箇年計画理蕃
事業」との関連で考察することを課題とし
た。 

 
(2)台湾先住民政策史において第 2 期とされ
る 1915 年から 1930 年に焦点をあて、軍事
力の行使による服従化政策が一応、終結し
た後の台湾先住民社会の変化と女性の役
割の変化について考察した上で、1930 年の
霧社事件以降、本格的に展開する「蕃地」
の「内地化」政策の中で、特に台湾先住民
女性に対して実施された諸施策について
考察することを第 2の課題とした。「蕃地」
の「内地化」政策とは、例えば、時計が刻
む時間の遵守など、近代的な価値観を「蕃
地」の隅々まで浸透させようとする政策で
あり、先住民社会の伝統的生活に劇的な変
更を迫り、先住民の身体所作にまで及ぶ影
響を与えたものである。この政策の展開の
中で、先住民女性の生活習慣や価値観は、
どのような変更を求められたのかという
問題を、特に労働観念や衛生観念の変化に
焦点をあてて考察することを課題とした。 

 
(3)一方、1920 年から 1930 年代にかけて、漢
民族女性の中から、日本による新式の教育



を受けた、いわゆる「新女性」が植民地台
湾でも登場することとなる。この「新女性」
が台湾先住民女性をどのような存在とし
てとらえ、どのような働きかけを行ったの
か。また植民地在住の日本人女性と、台湾
の「新女性」、台湾先住民女性は、当該期
にどのような関係にあったのかという問
題を、第3の課題として考察した。その際、
その後の展開、すなわち 1937 年から 1945
年の総力戦期への展望を示すことにも留
意しつつ、植民地社会における女性の階層
化という点も含めて考察することを課題
とした。 

 
４．研究成果 
 
(1)1895 年から 1914 年に焦点をあて、台湾先
住民女性が担った役割について考察した
結果、次の点を明らかにした。 

 
①日本による植民地統治初期には、台湾先住
民女性の一部は、植民地政府と台湾先住民
共同体を結ぶコラボレーターとしての役
割を果たしており、当該期に日本人の役人
や研究者が先住民の集落に赴く際にも、先
導的な役割を果たすことがあった点。 

②台湾総督府による「五箇年計画理蕃事業」
の実施を主な画期として、台湾先住民女性
の上記のような役割が不可視化されてい
く傾向がある点。 

③日本「内地」において、当該期に植民地と
して台湾が表象される際には、台湾先住民
とりわけ台湾先住民女性は、エキゾチズム
を満たす存在として、頻繁に取り上げた点。 

 
(2)当初は予期していなかったが、(1)の③の
研究成果からさらに発展させ、1910 年代か
ら 1920 年代の日本「内地」における「南
洋」イメージの形成に、台湾先住民女性を
はじめとした女性表象が、どのような影響
を及ぼしたのかを大正期の博覧会を具体
的な素材として考察し、次の点を明らかに
した。 

 
①第一次世界大戦を経て、「帝国」日本にと
って「南進」がより具体性を帯びる 1920
年代初頭に開催された博覧会においては、
「南洋」表象はそれ以前のものとは異なる
特徴をもつ点。 

②その特徴とは、「南洋」表象における「エ
キゾチズムの質が、それ以前の強烈な「野
蛮性」の強調によって喚起される段階から、
観光資源化された現地の歌舞音曲の披露
をはじめ、ある程度洗練された演劇ショー
によって満たされる段階へ至っている点。 

③このようなショー・ビジネスの場面におい
ては、女性が大きな役割を果たしており、
観光事業の展開とジェンダーの関連性が
深化している点。 

 

(3)1915年から1930年の台湾先住民社会の変
化を前提として、1930 年代に本格的に展開
する「蕃地」の「内地化」政策の中で、台
湾先住民女性に対して実施された施策と
して、特に「助産婦」育成事業に焦点をあ
てて考察し、次の点を明らかにした。 

 
①当初は台湾在住日本人女性向けに展開さ
れた「助産婦」養成の動きが、やがて漢民
族女性にも広がっていき、さらに 1930 年
に台北州で開催された台湾先住民女性対
象の「助産婦」講習会をきっかけに、各地
で台湾先住民「助産婦」育成事業が行われ
ていくようになった点。 

②出生率も高いが乳幼児死亡率も高いとい
う状況を改善するという目的で推進され
た台湾先住民「助産婦」育成事業は、先住
民集落配属の日本人警察官の家族の出産
状況の改善という付帯的な効果も期待さ
れた点。 

③1930 年代中盤から、台湾先住民社会で本格
的に展開される台湾先住民「助産婦」の具
体的な活動が、先住民社会の出産・育児に
関する習慣や衛生観念、さらに先住民女性
の労働観に大きな影響をあたえた点。 

 
以上のような研究成果に加え、日本植民地

研究の展開と広義の「文化」研究の関連につ
いて、本研究が植民地研究全体のなかでもつ
意義を確認するという意味も込めて、①国民
国家論・ポストコロニアル理論との関連、②
「植民地近代」論との関連、③記憶や日記・
「口述歴史」に基づいた研究との関連という
3 点を軸に考察し、論文「植民地研究の展開
と「文化」研究」として発表した。 
さらに総力戦体制期に学齢期の台湾先住

民女性が過ごした「日常生活」と、公学校に
通う漢民族女性が過ごした「日常生活」の比
較考察を行っており、この考察も含めて、
1895 年から 1945 年までの台湾先住民女性史
をまとめ、一書として公刊するための準備を
進めている。 
 
 植民地統治下の台湾先住民に関する歴史
学的な手法での研究は、少ないながらも優れ
た研究が発表されているが、管見の限りでは、
本研究成果のように、台湾先住民女性に特化
し、さらにイメージや習慣、観念を含めた広
義の「文化」との関連で通史的に論じたもの
はほとんどない。その意味で本研究成果は、
日本および東アジア、特に台湾での研究状況
に一定のインパクトを与えることが期待さ
れる。 
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